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（百万円未満切捨て）

１．2022年12月期第２四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第２四半期 1,068,927 16.2 102,419 △6.2 115,440 0.3 82,978 △10.8

2021年12月期第２四半期 920,053 34.2 109,163 471.9 115,076 454.8 93,058 －
（注）包括利益 2022年12月期第２四半期 168,608百万円（ 31.3％） 2021年12月期第２四半期 128,372百万円（ －％）

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第２四半期 241.58 －
2021年12月期第２四半期 266.28 －

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第２四半期 2,140,263 1,020,713 45.4
2021年12月期 1,832,917 900,670 46.9

（参考）自己資本 2022年12月期第２四半期 972,562百万円 2021年12月期 859,226百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 50.00 － 65.00 115.00

2022年12月期 － 57.50

2022年12月期（予想） － 57.50 115.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,200,000 21.4 200,000 9.7 210,000 10.9 145,000 △6.8 425.15
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）①の詳細は、添付資料７ページ「四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更）」に記載のとおりです。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期２Ｑ 350,217,467株 2021年12月期 350,217,467株

② 期末自己株式数 2022年12月期２Ｑ 12,001,818株 2021年12月期 4,356,972株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期２Ｑ 343,484,620株 2021年12月期２Ｑ 349,472,811株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点において入手可能な情報に基づき、当社が
合理的であると判断した見通しであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績
は、経営環境の変化、市場の需要動向、為替の変動等のリスク、不確実性等の要因により、大きく異なる可能性
があります。リスク、不確実性等の要因に関する詳細は、当社が公表している最新の有価証券報告書及び四半期
報告書をご参照ください。
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四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 276,412 334,031

受取手形及び売掛金 161,626 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 207,340

短期販売金融債権 154,599 202,312

商品及び製品 211,920 236,639

仕掛品 92,070 113,145

原材料及び貯蔵品 101,369 125,970

その他 61,499 79,213

貸倒引当金 △14,799 △18,443

流動資産合計 1,044,698 1,280,210

固定資産

有形固定資産 354,127 384,969

無形固定資産 28,419 35,641

投資その他の資産

長期販売金融債権 208,209 255,240

その他 200,396 188,511

貸倒引当金 △2,934 △4,310

投資その他の資産合計 405,671 439,441

固定資産合計 788,218 860,052

資産合計 1,832,917 2,140,263
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 140,524 163,440

電子記録債務 24,653 27,525

短期借入金 62,954 120,505

1年内償還予定の社債 2,240 7,963

1年内返済予定の長期借入金 77,132 126,608

製品保証引当金 17,267 18,885

その他の引当金 17,487 20,148

その他 171,005 189,143

流動負債合計 513,265 674,220

固定負債

社債 7,552 20,936

長期借入金 308,634 313,206

退職給付に係る負債 51,840 54,102

その他の引当金 307 651

その他 50,645 56,432

固定負債合計 418,980 445,329

負債合計 932,246 1,119,549

純資産の部

株主資本

資本金 86,100 86,100

資本剰余金 68,101 68,050

利益剰余金 761,483 821,853

自己株式 △11,722 △31,724

株主資本合計 903,962 944,280

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 41,522 33,769

土地再評価差額金 10,427 10,427

為替換算調整勘定 △103,471 △24,101

退職給付に係る調整累計額 6,785 8,186

その他の包括利益累計額合計 △44,736 28,281

非支配株主持分 41,444 48,150

純資産合計 900,670 1,020,713

負債純資産合計 1,832,917 2,140,263
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 920,053 1,068,927

売上原価 658,096 781,683

売上総利益 261,957 287,243

販売費及び一般管理費 152,793 184,824

営業利益 109,163 102,419

営業外収益

持分法による投資利益 2,918 2,699

為替差益 2,533 7,078

その他 4,642 8,129

営業外収益合計 10,094 17,907

営業外費用

投資有価証券評価損 1,140 983

支払利息 1,152 1,633

その他 1,888 2,270

営業外費用合計 4,181 4,887

経常利益 115,076 115,440

特別利益

固定資産売却益 94 446

投資有価証券売却益 － 4,882

特別利益合計 94 5,329

特別損失

固定資産売却損 28 27

固定資産処分損 329 466

減損損失 368 －

投資有価証券売却損 301 －

特別損失合計 1,027 493

税金等調整前四半期純利益 114,144 120,275

法人税、住民税及び事業税 24,821 29,681

法人税等調整額 △8,956 677

法人税等合計 15,864 30,358

四半期純利益 98,279 89,917

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,221 6,938

親会社株主に帰属する四半期純利益 93,058 82,978
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 98,279 89,917

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,200 △7,745

為替換算調整勘定 26,284 82,337

退職給付に係る調整額 420 1,500

持分法適用会社に対する持分相当額 1,187 2,598

その他の包括利益合計 30,093 78,691

四半期包括利益 128,372 168,608

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 121,417 155,996

非支配株主に係る四半期包括利益 6,955 12,612
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年１月１日
　至 2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 114,144 120,275

減価償却費 25,160 28,703

減損損失 368 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △870 1,468

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,773 417

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △3,031 △2,031

受取利息及び受取配当金 △1,870 △2,476

支払利息 1,152 1,633

持分法による投資損益（△は益） △2,918 △2,699

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △66 △419

有形及び無形固定資産処分損 329 466

投資有価証券売却損益（△は益） 301 △4,882

売上債権の増減額（△は増加） △32,219 △26,924

販売金融債権の増減額（△は増加） 5,491 △25,054

棚卸資産の増減額（△は増加） △27,491 △22,839

仕入債務の増減額（△は減少） 8,509 11,518

その他 10,355 △5,219

小計 99,116 71,935

利息及び配当金の受取額 4,543 4,725

利息の支払額 △1,153 △1,633

法人税等の支払額 △14,412 △31,583

営業活動によるキャッシュ・フロー 88,093 43,443

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,457 △4,129

定期預金の払戻による収入 1,538 3,939

有形及び無形固定資産の取得による支出 △29,984 △37,131

有形及び無形固定資産の売却による収入 2,558 3,511

投資有価証券の取得による支出 △1,875 △7,498

投資有価証券の売却による収入 318 21,651

長期貸付けによる支出 △25 △40

長期貸付金の回収による収入 47 56

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による支出 △664 －

その他 580 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,965 △19,638

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △4,764 43,296

長期借入れによる収入 16,384 26,771

長期借入金の返済による支出 △22,002 △14,685

社債の発行による収入 7,248 15,840

自己株式の純増減額（△は増加） △1 △20,001

配当金の支払額 △20,968 △22,483

非支配株主への配当金の支払額 △2,852 △5,677

その他 △2,844 △2,712

財務活動によるキャッシュ・フロー △29,801 20,347

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,193 12,888

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 34,519 57,041

現金及び現金同等物の期首残高 267,180 274,936

現金及び現金同等物の四半期末残高 301,699 331,977
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

日本基準を採用する当社及び国内子会社において、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号

2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束し

た財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収

益を認識することとしています。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していません。また、収益認識会計

基準第86項また書き（１）に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変

更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四

半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しています。なお、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微です。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとしています。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につ

いて新たな表示方法により組替えを行っていません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計

基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧

客との契約から生じる収益を分解した情報を記載していません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

日本基準を採用する当社及び国内子会社において、「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号

2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算

定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定め

る経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとし

ています。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（米国財務会計基準審議会会計基準編纂書（ASC）第842号「リース」の適用）

米国基準を採用する北米子会社において、ASC第842号「リース」を第１四半期連結会計期間の期首から適用し

ています。これにより、借手は原則としてすべてのリースを貸借対照表に資産及び負債として認識することが求

められます。貸手の会計処理に重要な変更はありません。

本会計基準の適用にあたっては、その経過的な取扱いとして認められている会計方針の変更による累積的影響

額を適用開始日に認識する方法を採用しています。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の「有形固定資産」が8,826百万円、流動負債の「その他」が1,840百

万円、及び固定負債の「その他」が7,071百万円、それぞれ増加しています。なお、当第２四半期連結累計期間の

営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益、及び四半期純利益に与える影響は軽微です。
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（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

当社及び国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年(2020年)法律第８号)において創

設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた

項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実

務対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいています。

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りについて）

新型コロナウイルス感染症の収束の見通しは未だ不透明な状況にありますが、現時点で入手可能な情報に基づ

いて判断した結果、前連結会計年度末から重要な変更はなく、今後の新型コロナウイルス感染症の影響は限定的

であるとの仮定のもと、繰延税金資産の回収可能性、貸倒引当金等の見積りを行っています。

（セグメント情報）

前第２四半期連結累計期間（自 2021年１月１日　至 2021年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

ランド

モビリティ
マリン

ロボ

ティクス

金融

サービス
計

売上高

　外部顧客への売上高 595,930 205,941 59,223 23,569 884,665 35,388 920,053 － 920,053

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
－ － － － － 24,497 24,497 △24,497 －

計 595,930 205,941 59,223 23,569 884,665 59,886 944,551 △24,497 920,053

セグメント利益 （注）２ 44,811 44,047 9,034 9,859 107,753 1,410 109,163 － 109,163

（注） １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフカー、発電機、汎用エン

ジン、除雪機に係る事業を含んでいます。

２ セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

当第２四半期連結累計期間（自 2022年１月１日　至 2022年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

ランド

モビリティ
マリン

ロボ

ティクス

金融

サービス
計

売上高

　外部顧客への売上高 688,682 255,911 57,846 28,012 1,030,452 38,474 1,068,927 － 1,068,927

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
－ － － － － 28,542 28,542 △28,542 －

計 688,682 255,911 57,846 28,012 1,030,452 67,017 1,097,470 △28,542 1,068,927

セグメント利益

又は損失（△）（注）２
36,748 49,609 8,131 9,292 103,781 △1,361 102,419 － 102,419

（注） １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフカー、発電機、汎用エン

ジン、除雪機に係る事業を含んでいます。

２ セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

　


